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「『春水』手稿と日中の文学交流――周作人、冰心、濱一衛」国際シンポジウム 2018.2.6 

 
 

謝冰心とタゴール1 
――「春水」と“Stray Birds”2 

 

日本女子大学  平石 淑子 
 

 

一 

 筆者は拙文「《春水》随感」（《 》第 63号）にこう書いた。 

 

作品は印象的な「自序」に始まる。 

 

「おかあさん！ 

このこまごました詩篇を 

あなたは見ることができますか？ 

これらのことばは、 

私が生まれる前 

既にあなたの胸の中に隠されていたのです。」 

 

これは、以下に続く詩句に込められた思い、観念が、自身だけのものではなく、多く

の母、即ち女性たちの中に内在していたことを意味するのだろう。何とおおらかで無

邪気な、そして自由な意識だろうか。この時代、女性であるという意識をこれほどま

でに鮮明に、しかも堂々と表明することが容易でなかったことは、我々皆が知ってい

ることである。冰心はそれを何のてらいもなく、何の力みもなく、あっけらかんと、

平明な言葉で歌い上げる。だが続く詩句は女性であることをことさらに強調し、主張

するものではなく、むしろ中性的である。 

 母の胎内から飛び立とうとするみずみずしい魂は、自身がこれから対峙しようとす

る世界、彼女を取り巻く宇宙や自然の景物を畏敬の目を持って眺めつつ、対話を始め

                                                  
1 インドの詩人ラビンドラナート・タゴール（1861～1941）。謝冰心は「

」 1959.4.25 4 及び「繁星自序」（1921.9.1）の中で、
「繁星」と「春水」はタゴールの短詩“Stray Birds”の影響を受けていると語っている。 
2 “Stray Birds”は、中国語では「迷途之鳥」、日本語では「迷える小鳥」（藤原定抄訳：
『タゴール著作集 第一巻 詩集Ⅰ』1981.5、第三文明社）、「迷い鳥」（川名澄訳『タ
ゴール詩集 迷い鳥〈新装版〉』2015.7、風媒社）などと訳されている。 
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る。自身が弱く、無力な存在であることを認めながら、それでも宇宙と自然の声に耳

を傾け、自身の声をそこに届けようとする。 

 

この自序に引かれた詩が「繁星3」のものであることに当時は注目する余裕がなかった。し

かしこのたび再度の機会を与えられ、改めて「繁星」を読み直したところ、自序に引かれ

た第 120 篇のほかに、次のような詩篇があることに気づいた。 

 

わたしたちはみな自然の嬰児
みどりご
 

  ( 144) 宇宙のゆりかごに包まれている。 

 

これを見て、「春水自序」の「母親」を「女性に内在している原初的な観念」と理解する

ことに、今若干自信を失いつつある。例えば「春水」に以下のような詩篇がある。 

 

自然の 帳
とばり
を開けなさい！ 

  芸術の嬰児が 

  （「春水」143）   真理の母の胸に眠っているのです。 

 

これを見ると、「繁星」120で呼びかけられている「母」は、詩人にとってもっと大きな普

遍的な存在を指すのではないだろうか。これらの詩篇を「女性」という観点から見ていく

ことは、作品の本来の姿を小さな枠に押し込めてしまうのではないか。そこで本稿では再

度与えられた機会に、前回は触れる余裕のなかったタゴールや「繁星」などに視野を広げ、

そこに共通するイメージ、モチーフに注目しつつ、「春水」を異なる視点から読み直してみ

たいと思う。 

 

二 

 「春水」では、「水」のイメージが形を変えながら頻繁に歌われる。それは川であり、湖

であり、海であり、そして雨でもある。 

 

                                                  
3 「繁星」に関しては飯塚朗の文語調の訳（1939.12、伊藤書店）があるが、本稿ではそれ
を参照しながら敢えて口語的な翻訳を試みた。口語訳を試みた理由については後に述べる。 
4 数字は、「繁星」または「春水」にもともと付けられていた詩篇の通し番号である。“Stray 
Birds”にも同様に通し番号がある。 
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友よ、 

もしあなたが湖に満たされたこの春の水を思い出すのなら、 

    覚えておいて 

      それはそもそも温かいものではなく、 

（「春水」85）  こんなに冷たいものでしかないということを。 

 

何日か続いたこぬか雨、 

春の便りを断ち切ってしまった。 

退屈の中で―― 

  何本かの枯れた花は、 

    ただ瞑想をつまみ出す。 

  そもそも去年の言葉なのに、 

  （「春水」123）今日の慰めになるのかしら？ 

 

私の心は震えはじめた―― 

  私が黙って 

    窓を開け放ち 

    大海に向き合う時 

自然は無言で私に礼を言う： 

  （「春水」145）  「私は私たちが愛されていることを認めま

す」。 

 

岩下の 

緩やかな流れと 

深い木立―― 

指さしている 

ささやいている、 

                   たくさんの詩心が 

（「春水」150）   月明かりの中に隠されている。 

 

 

柳の枝を削って櫂をつくり、 
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  花びらをつなげて船にして―― 

宇宙の中のちっぽけな魂をそこに載せ、 

  （「春水」154） 春の海にそっと浮かべよう。 

 

以上の各詩篇に見えるように、彼女の歌う「水」は具体的に眼に映じる景色ではなく、

彼女の心の中の内なる風景を映しているもののようだ。それは以下のような詩篇にも現れ

ている 

 

昨日は湖にあそび、 

今夜は雨音を聞く、 

  この雨のしずくは私の心の中の湖に落ち、 

    （「春水」75）   数え切れない波紋を生む！ 

 

私の心は突然悲しみにくれる！ 

  昨夜見た夢 

    たった一人冷たい衣
きぬ
をまとい 

逆巻く波の中 

  （「春水」177）     暗い海を渡った。 

 

また、「水」と「私」をつなぐものとして「船」というイメージも現れる。 

 

運命は海の風のよう―― 

それに吹かれた青春の船、 

ゆらゆらと、 

  曲がりながら、 

（「春水」134）  時間の海を渡っていった。 

 

船に乗って「時間の海」を渡る、というイメージは、「繁星」に既に現れている。 

 

, 私の心は、 

   ひとりぼっちの船のように、 

  （「繁星」19） 定めなく起伏する時間の海を抜けていった。 
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また“Stray Birds”にもよく似た詩篇がある。 

 

わたしの心は今日、時間の海のかなたにある甘美なひとときを恋しがっている。（2445） 

 

MY heart is homesick to-day for the one sweet hour across the sea of time. 

 

そして「春水」の次の詩篇。 

 

乗客が叫ぶ 

  「船頭さん！ 

霧に隠れた暗礁に気をつけて。」 

    船頭は静かに微笑み、 

      「わたしは進むべき水路を知っている、 

（｢春水｣59）     それで十分でしょう！」 

 

船が浮かんでいるのは「春水」134 で歌われる｢時間の海｣なのだろうか。ここに見える｢乗

客｣は、彼女の詩篇にしばしば登場する｢若者（青年人）｣、「友人（我的朋友）」なのだろう

か。ならば「船頭（ ）」は誰か。大海に船を運ぶ｢風｣だろうか。｢春水｣には｢風｣もしば

しば印象的に描かれる。 

 

人は廊下に、 

  本は膝に、 

顔をなでるそよ風に 

    （｢春水｣47）    春が来たのを知る。 

 

少し倦んだ思いの中―― 

  鳩の羽音が 

  （｢春水）52）   詩情を破る！ 

 

                                                  
5 訳文は川名澄、中国語訳文は鄭振鐸による。 
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                   狂おしい風の中―― 

   遠い木はおぼろにかすみ、 

  （｢春水｣56）  造物者は彼の黄昏の絵を塗りたくる。 

 

以上に見るように、｢風｣は船を運ぶほか、それまでの景色や情緒を一変させるのに重要な

役割を果たしている。 

 

三 

以上のような「水」、「風」、「船」といったモチーフは、“Stray Birds”の中にもしばし

ば見出せる。 

 

わたしの心はたわいない風に帆を揚げて、どこかにあるという幻の島を目指して船出

した。（218） 

 

MY heart has spread its sails to the idle winds for the shadowy island of 

Anywhere. 

 

うつし世は航海、わたしたちは窮屈な船に乗り合わせている。 

死んだとき陸地に着いて、それぞれの世界へ向かう。（242） 

 

 

THIS life is the crossing of a sea, where we meet in the same narrow ship. 

In death we reach the shore and go to our different worlds. 

 

おまえのうつくしさを見つけなさい、わたしの心よ、世界の移ろいのなかから、風と

水の恩恵に浴しているボートのように。（255） 

 

FIND your beauty, my heart, from the world’s movement, like the boat that has 

the grace of the wind and the water. 

 

「（私の）心」が「船」に乗り風に送られて大海を漂う、というイメージがタゴールにもあ

ることがわかる。「海」は恐らく生命の源、芸術、美の源である。このイメージを冰心は共
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有しているのではないだろうか。共有していればこそ、以下の詩句は生まれたのではない

だろうか。 

 

自然が呼びかける： 

「おまえの筆を 

わたしの海に浸しなさい！ 

（「春水」14）  人類の心は渇ききっているのだから。」 

 

四 

更に「春水」にしばしば現れるモチーフとして「夜」がある。 

  

たそがれ――夜深く 

  槐の花の下の狂おしい風 

    藤蔓の上の驟雨 

  私に暫くあなた方を止めさせてくれない？ 

病気の弟が 

  （「春水」40）   たった今寝付いたところだから！ 

 

夜はとにかく長い！ 

  雨が降るのもいいじゃない。 

窓の外に果たしてぽたぽたと―― 

  雨の音を数えてごらん！ 

  （「春水」109）  まだ心はふさいでいるの？ 

 

「夜」に求められるのは「静寂」であり、その中での深い思索である。 

 

流れ星―― 

  人類の空でしか輝けない； 

暗闇から飛んできて、 

  また暗闇へ飛んでいく 

    「春水」60  いのちもまたこんなものかしら？ 
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神様！ 

たとえ空が暗くても、 

       人がひっそり黙っていても、 

一つの魂が 

  あなたの静かで清らかな夜を守っていさえすれば、 

寂寞の悲しみは、 

  （「春水」149）   宇宙の中に消えてしまいます。 

 

また以下の詩篇も、直接「夜」を描写はしないが、「夜」のイメージを想起させるのに十分

である。 

 

私は暗く遙かな道を 

  用心しいしい歩いてい  

  「春水」68  私は自分の声にしか耳を傾けない。 

 

聡明な人よ！ 

   この茫漠とした世界では 

「自信」という灯りだけを手に 

  「春水」90  暗闇を進んでいくしかないのです。 

 

私の質問―― 

  私の心は 

    光の中では黙って答えない。 

  私の夢が 

    (「春水」102)  暗闇の中でそれを解き明かしてくれる！ 

 

一方“Stray Birds”にも次のような詩篇が見える。 

 

わたしは心の孤独のなかに感じる、つれあいを亡くして霧雨のヴェールに包まれてい

る今宵のためいきを。（72） 

 

IN my solitude of heart I feel the sigh of this widowed evening veiled with mist 
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and rain. 

 

わたしがいまあこがれているのは、暗闇のなかで感じられるけど昼の光のなかでは見

えないもの。（87） 

 

THIS longing is for the one who is felt in the dark, but not seen in the day. 

 

わたしは夜の道のように、思い出のそれぞれの足音に黙って耳を傾けている。（182） 

 

I AM like the road in the night listening to the footfalls of its memories in silence. 

 

あなたはわたしをみちびいた、わたしの昼のにぎやかな旅路をへて、わたしのたそが

れの孤独へと。 

わたしはその真意がわかるのを待っている、夜の静けさのなかで。（241） 

 

 

THOU hast led me through my crowded travels of the day to my evening’s 

loneliness. 

I wait for its meaning through the stillness of the night. 

 

神はわたしのところにあらわれる、わたしに夕闇がせまるときに、神の手かごのなか

で色あざやかに保たれていたわたしの過去の花をたずさえて。（314） 

 

GOD comes to me in the dusk of my evening with the flowers from my past kept 

fresh in his basket. 

 

タゴールにとって「夜」は「神」と出会う時、すなわち思索と内省の時であることがわ

かるが、「春水」もその感性を引き継いでいると言えないだろうか。一方、このような「夜」

のイメージは、「繁星」にはほとんど見られない。 

 

五 

 「繁星」にももちろん、闇夜を歌う以下のような詩篇は見える。 
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暗闇 

  どうやって描く？ 

魂の深い深い所、 

  宇宙の深い深い所、 

    「繁星」5   きらめく光の中の休む所。 

 

夜は更けた、 

  私の心の扉を開けよう―― 

さまよい歩く旅人が、 

  思索の神が、 

    「繁星」41  思いもかけずやってくるから。 

 

夜中の雨、 

  「繁星」56  しとしとと詩人の情緒を織りなしていく。 

 

 だが全体的に見ると、視界に映る具体的な景物、また肉親などを直接的に歌う詩篇が目

立つ。例えば以下のような詩篇である。 

 

空の鳥よ！ 

     なぜ籠の中の仲間と争う？ 

「繁星」70  あなたにはあなたの世界があるのに。 

 

おとうさん！ 

出てきて月明かりの中に座って、 

  「繁星」75  お父さんの海の話を聞かせて。 

 

           おかあさん！ 

 私の髪が 

   あなたの膝に広がる、 

    「繁星」80 これこそあなたがくださったたくさ

んの柔らかな糸。 
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暫くここにいて、 

  窓を開けて海を見ましょう！ 

果てなく続く感慨を、 

  「繁星」90  みんな空の際
きわ
のさざ波に与えましょう。 

 

私はわかっている、 

  時間よ！ 

おまえは一分また一分と 

  「繁星」94  私の若い時を削っていくのでしょう！ 

 

「繁星」に見えるこれらの詩篇と「春水」を比較して見る時、「繁星」から「春水」に

至る僅かの期間6に彼女の内省が深まっていったように思われる。 

 

六 

謝冰心が「繁星」と「春水」はタゴールの影響を受けたものだと認めていることは既に

述べた。「 」の中で、彼女は次のように書いている。 

 

この時私はたまたまある雑誌で鄭振鐸の訳したタゴールの「飛鳥集」の連載を見た。

（中略）そこにあるのはいずれも短く、詩情や絵心、哲理に満ちたことばばかりだっ

た。私は心を動かされた。私も自分がノートの余白に記した短いことばを、整理して

清書してみようと思った。清書に際し、より詩情に富んだ、より含みのあるものを選

んでまとめた。こまごまとした思いだったので、その中の一段を選び、繁星という二

文字を最初にして第一部に置き、『繁星集』と名付けた。 

 

これによれば、彼女はタゴールとの出会いを鄭振鐸訳『飛鳥集』に置いている。しかし

この記述は「繁星自序」と齟齬がある。自序にはこう書かれている。 

 

                                                  
6 「繁星」は『晨報副鐫』1922年 1月 1日の新文芸欄に掲載された後、6日に詩欄に移さ
れ、26日まで連載された。「春水」には「1922年 3月 5日～6月 14日」の日付がある（『冰
心全集』1994.12、海峡文芸出版社）。この間わずか 2ヶ月であるが、筆者は内容から見て
もう少し間は開いているのではないかと考えている。理由は後に述べる。 
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1919 年の冬の夜、弟冰仲と暖炉を囲んでタゴールの『迷途之鳥（Stray Birds）』を

読んでいた時、冰仲が私にこう言った。「姉さんはいつも、考えが細切れ過ぎること

があってなかなかまとめられないと言っていたでしょ。こんな風に集めたらいいんじ

ゃない」。その時から、私は時々ノートに書き留めておくようになった。 

1920 年の夏、次の弟の冰叔が本の山の中からこのノートを引っ張り出した。改めて

読み直した彼は、「繁星」の二文字を最初の頁に書いた。 

1921 年の秋、一番下の弟冰季がこう言った。「姉さん、姉さんの短い物語も印刷で

きるんじゃない？」そこで私は最後の一段を書いて発表した。 

二年前のこまごまとした思いが、三人の子どもの評定を経たということだ。これを

『繁星』の序文とする。 

 

自序のとおりであるなら、1919 年の冬に彼女は既にタゴールの“Stray Birds を見て

おり、それに触発されてノートに思いついたことどもを書き付けた。しかしそのメモは翌

年夏には既に終わっていたのかもしれない。なぜなら 1921 年に発表を決意した時、そこに

書きとどめられたことどもは既に「二年前のこまごまとした思い」だったというのだから。 

『中国翻訳通史』7によれば、中国でタゴールの詩を最初に翻訳、紹介したのは陳独秀で

ある。「ギタンジャリ（Gitanjali）8」の中から４首を選び、「賛歌」と題して『青年雑誌』

第二期に掲載した。その後、タゴールの作品は抄訳も含め次々に翻訳され、多くの雑誌に

掲載されたという。単行本としては、1922年から 23年にかけ、鄭振鐸が商務印書館より

出版した『飛鳥集（Stray Birds）』と『新月集（The Crescent Moon）』がはじめであるら

しい。 

陳福康『鄭振鐸年譜』9には『飛鳥集』について、以下のような記述がある。 

 

1922年 10月、上海商務印書館より初版。「文学研究会叢書」の一冊。（中略）初版

は選訳である。葉聖陶、徐玉諾の校閲を経ている。1956年、上海新文芸出版社より重

版。翻訳者による修訂増補がなされ、収録した詩は 326首である。 

 

また 1981年に出版された『飛鳥集』10では鄭振鐸の 1922年の序文と 56年の序文を見る
                                                  
7 馬祖毅等、2006.12、湖北教育出版社。 
8 1910年。1912年にロンドンで出版されている。冰心自身にも全訳がある（「前記」の日
付は 1955年 3月 13日。1955.4、人民文学出版社）。 
9 2008.10、三普出版社。 
10 上海訳文出版社。 
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ことができる。56年の序文にはこう書かれている。 

 

私がタゴールの『飛鳥集』を訳したのは 1922年の夏のこと、今を遡ること既に 30余

年である。この『飛鳥集』は短詩 326首を収めるが、当時私はその中の自分が好きな

詩、あるいは理解できる若干の詩を選んで訳したのだ。よく理解できなかったり、ま

た宗教的意味合いが強いと感じたものについては訳さなかった。しかし訳したものは

少なくない。全部で 257首、全体の四分の三以上である。これを小さな本にして出版

した。（中略） 

 今、再版の機会を得て、改めて何度か翻訳を読み返してみると、よくない訳や、訳

し間違いの箇所などを発見した。そこでこれらを改めると同時に、当時訳さなかった

69首の詩を補った。この新版こそ、『飛鳥集』の最初の全訳本ということになる。 

 （中略） 

 また、私がもともと依ったテキストは全部で 326首だった。だがその中の 1首と第

98首の詩句が全く同じであるので、これを削除し、325首となった。英訳本のテキス

トの中にも 325首のものが一種ある。ここに明らかにしておく。 

 

更に < >11は次のように言う。 

 

1921年、《小説月報》が改革され、文学研究会の中心的刊行物となった。文学研究

会は国内にタゴールを紹介した重要な組織で、その中心的な刊行物《小説月報》も当

然タゴールの作品を翻訳紹介する重要な場所となった。この年から、鄭振鐸が《小説

月報》に発表したタゴールの詩の翻訳と、彼が《文学旬刊》に発表した詩の翻訳を合

わせると数百首にも及ぶ。これらの詩はタゴールの 6冊の英訳詩集から選ばれたもの

である。即ち『園丁集（Gardener）』、『新月集（The Crescent Moon）』、『采果集（Fruit 

Gathering）』、『飛鳥集（Stray Birds）』、『ギタンジャリ（Gitanjali）』及び『愛する

者の贈り物と分かれ道 Lover’s Gift & Crossing 』等の詩集である。1922年と 1923

年に、鄭振鐸はそれぞれ『飛鳥集』と『新月集』を出版したが、そのうち『飛鳥集』

は我が国で最も早いタゴールの訳詩集である。 

 

これを見る限り、鄭振鐸がタゴールの作品を発表するようになったのは 1921年以降の《小

                                                  
11 28-5,2008.10 
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説月報》12ないしは同じく文学研究会の機関誌であった《文学旬刊》（1921年 5月創刊）

ということになる。即ち謝冰心が『飛鳥集』を見たとすれば、そのほんの一部であったこ

とになる。 

既に述べたように、謝冰心が「繁星」を発表したのが 1922年 1月、「春水」末尾の日付

が「1922年 3月 5日～6月 14日」とあること、また「繁星自序」に、「1919年の冬」に

弟たちと“Stray Birds”を読んだと書かれていることが正しければ、冰心が見たのは鄭振

鐸の『飛鳥集』ではなく、1916年にニューヨーク、マクミラン社から出版された英語版な

のではないか13。1916年 5月末、タゴールはアメリカからの招待に応じる途上で日本を訪

れており、およそ 3ヶ月の滞在の後、9月初めに船で出国している。“Stray Birds”の出

版が 1916年であるとすれば、それはほとんど彼がアメリカに到着した直後に行われたこ

とになるだろうか。 

そして、「繁星自序」の「二年前のこまごまとした思い」という記述が正しければ、「繁

星」から「春水」創作までの期間は、発表の期間よりももう少し開いていたのではないか。

「繁星」と「春水」の内省の深さには、既に述べてきたようにかなりの差があるように思

う。文学研究会のメンバーとなり、多くの人々とふれあううちに、おしゃまな少女の「思

想」が深まり成長していった様がそこに見えるように思うのである。 

タゴールは 1924 年に中国を訪問しているが、当時アメリカ留学中の謝冰心は、その後も

遂に彼と対面する時がなかった。しかし彼女はその後も精力的にタゴールの作品を翻訳し

続けている。1955 年の「ギタンジャリ」に始まり、1959 年には戯曲「チットラ」なども翻

訳している。 

 

七 

ところで“Stray Birds”はタゴール自身による英詩集とされており、また日本の俳諧に

触発された短詩形式である、と一般に考えられているようだが、丹羽はこれに異を唱えて

                                                  
12樽本照雄「小説月報総目録――改革以前部分（創刊号～第 11巻第 12号）」（《大阪経大論
集》第 113号、1976.9）によれば、第 11巻第 5号（1920.5.25）に西神訳「
（The Home Coming）」と鳳生訳「賦別（Fare well）」の 2篇が掲載されている。「西神」
及び「鳳生」は「鄭振鐸筆名別名一覧」（陳福康『鄭振鐸年譜』2008.10、三晋出版社）で
は確認できない。なお、改革後の『小説月報』では、5巻 2期及び 3期に劉半農の翻訳全
4首が確認できるが、いずれも“Stray Birds”からの翻訳ではない。また、5巻 3期（2
首）では作者を“ R.J

．
agore”としているが、恐らく“R.T

．
agore”の誤りであろう。 

13 川名澄、丹羽京子（『タゴール』2016.5、清水書院）は“Stray Birds”の初版を 1916
年とするが、筆者が見たものには「1917年」とあり、「再版」などの文字は見当たらない。 
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いる14。本稿のテーマからややそれるが、興味深いのでここに記しておく。 

丹羽は“Stray Birds”などタゴールの英語による短詩のほとんどに「そのもとになって

いるベンガル詩があることが確認されている」という。更に「タゴールが短詩を初めて書

いたのは、日本の詩形式に親しむより前のこと」で、1899年には既に短詩を集めたベンガ

ル語の詩集『小さきもの（Kanik ）』が発表されているという。ただしタゴール自身はこ

れを「詩」として認識していたのではなく、「警句」もしくは「格言」と捉えていたよう

で、且つ「もともとベンガル詩ではタイトルを付す習慣がな」かったこと、収められた詩

篇が「すべて混合型韻律法におけるポアル（ベンガル詩における最もポピュラーな詩形式）

と呼ばれる形式で書かれている」ということを挙げ、短詩という形式がタゴールの独創的

な創作形式であったとは言えず、また彼が岡倉天心を知り、日本に関心を持つようになる

以前に既に短詩の創作を行っていたことを指摘している。また丹羽はタゴールが恐らくベ

ンガル語で《緑の葉（Sabujpatra）》誌に投稿した「日本旅行者（J p ny tr ）」の一部

を引用し、タゴールが詩を「絵画的なもの」と「音楽的なもの」に分けて考えていたこと

を明らかにしている。 

 

絵画は大地に属し、歌は空に属する。無限のものを有限にしたところに絵画があり、

無限のものを無限のままにするところに歌がある。形あるものの芸術が絵画であり、

形なきものの芸術が歌なのである。そして詩というものは、その両面を持っており、

絵画の方に傾くこともあれば、歌の方に傾くこともある。なぜなら詩は言葉によって

なり、言葉というものの一方には意味があり、もう一方には旋律があるからである。

この意味という側面は絵画として結実し、旋律は歌として結実する。 

 

タゴールにとって日本の詩（俳諧）は、歌のない、「絵画的なもの」と映っていたようだ。 

また丹羽は、“Stray Birds”は「当初ダイレクトに英語で書かれたものと捉える向きも

あった」が、「実態はそうではない」と言う。 

 

すなわち、この中には前出の「小さきもの」から取られたと思われる詩篇が含まれる

ほか、そのほかのものについても、後に出版されたベンガル語短詩集に類似のものが

多く含まれ、どちらが先に書かれたかは必ずしも明らかではないものの、タゴールの

回想などからその多くはもともとベンガル語で書かれていたことが推測されるから
                                                  
14 丹羽京子「タゴールの短詩～日本との関連から見る短詩の変容とその受容～」（《大倉山
論集》第 58輯、2012.3、大倉精神文化研究所） 
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である。 

 

タゴールは最初の日本訪問の折、筆者が勤務する日本女子大学を訪問し、彼の代表作で

ある「ギタンジャリ」を朗読（7月）、また 8月には軽井沢の寮を訪れ、学生たちと瞑想し

たりしている。当時英文科の学生だった高良とみは、タゴールの口からほとばしり出る英

語の詩篇を片端から日本語に訳して学生たちに伝えた、と回想している15。これらの何篇

かは“Stray Birds”に組み込まれたと言うが、その他の詩篇はそこでの即興ではなく、既

に彼の脳裏に刻み込まれていたものだったのかもしれない。 

高良とみがタゴールの思い出と共に挙げている“Stray Birds”の詩篇は全部で 21編だ

が、その中に第 1篇と最後の第 326篇が含まれていることは特記しておいても良いと思う。 

 

夏の迷い鳥が、わたしの窓にきて、うたをうたい、飛び立つ。 

そして、秋の黄ばんだ木の葉が、うたうでもなく、吐息まじりに舞い散る。（1） 

 

 

STRAY birds of summer come to my window to sing and fly away. 

And yellow leaves of autumn, which have no songs, flutter and fall there with a sigh. 

 

これをわたしのお別れのことばにさせて下さい、わたしはあなたの愛を信じていますと。

（326） 

（32516） 

LET this be my last word, that I trust in thy love. （326） 

 

八 

本稿では謝冰心の詩に対するタゴールの影響関係を、専ら詩に頻繁に登場するイメージ、

モチーフを軸に読もうと試みた。「母」が女性の原初的観念なのではないかという思いはな

お消えてはいないが、同時に詩人をはぐくむ普遍的な生命の源、自然や宇宙を象徴してい

るようにも思える。 

                                                  
15 高良とみ「詩聖タゴールと軽井沢」（高良留美子編『高良とみの生と著作』第 7巻、2002.4、
ドメス出版） 
16 鄭振鐸訳『飛鳥集』は全 325首である。これについては前出の鄭振鐸序文（1956年）
を参照されたい。 
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川名はタゴールの詩の「比喩表現の豊かさ」と「対比表現のレトリック」、また逆接法、

反語法などの修辞技法を評価すべきであるという意見を述べている。また渡部勝巳は謝冰

心の詩に「対偶表現が屡々見られる」ことを挙げている17。これらの意見には首肯する点

も多々あり、タゴールが用いたこれらの修辞技法が謝冰心にどれほど、またどのように影

響しているかについて、今後検討する必要があるだろう。 

また渡部は加えて、謝冰心の詩篇が、「体言・連体修飾語・用言で白話のものが至る所に

見られる」とし、「ふだんの言葉を自然の息づかいで詩の用語としている」こと、「深深」

などといった「重言の使用」、また新文学運動のなかで提唱された「新式標点符号」の使用

といった特徴を持つと言っている。筆者が「繁星」及び「春水」の詩編を口語体で翻訳し

ようと試みた所以である。これらについての検討も、謝冰心が新文学運動に果たした役割

を考える上で今後の重要な課題であろう。 

 

 

 

  

 

                                                  
17 「謝冰心の『繁星』・『春水』の表現について」（《愛媛大学紀要（人文科学）》第 11巻、
1965.12）。この中で渡部は「繁星」と「春水」を詳しく分析しているが、既に本稿で述べ
たように、この 2編の詩集には内容的に大きな開きがあるように思う。同列に論じてよい
ものかどうか疑問が残る。 
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